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「「和和食食」」にに着着目目ししたた食食育育動動画画ににチチャャレレンンジジ！！
～～農農林林水水産産省省産産官官学学協協働働「「LLeett''ss  和和ごごははんんププロロジジェェククトト」」へへのの参参画画～～

本学では、農林水産省の「Let’s 和ごはんプロジェクト」のメンバーに登録し、活動し
ています。メンバーの企業様には、授業にもご参画いただき、連携を深めております。

人間栄養学科の３年次の科目「栄養教育実習Ⅱ」では、「和食」を切り口にした栄養教
育（食育）の計画方法と、実践的な展開方法を学んでいます。今年度は、農林水産省新事
業・食品産業部外食・食文化課食文化室、大阪ガス（株）、（株）紀文食品（加工食品
メーカー）、オイシックス・ラ・大地（株）（保育所向け食材の提供）と連携し、実際に
展開されている「和食」に着目した取り組みをご紹介いただくと共に、試行錯誤されてい
る内容や管理栄養士への期待などをご講義いただきました。それによって、国、地域活
性・人材育成、食品メーカーでの「和食」を切り口とした食育活動とそのつながりを実感
することができました。同時に、管理栄養士として、卒業後の一つのイメージを膨らませ
ることもできたようです。

ご講義を受け、次週からは、新型コロナウイルス感染予防の観点から、動画配信型の食
育への社会的ニーズを踏まえ、上記の企業と連携した食育の可能性を模索し、その教育方
法の学習を展開していきました。食育の学習者としては、子ども、子育て世代層、若年成
人層のいずれかを各班で選択しながら、進めています。Google Formsによる学習者の
ニーズ調査票の作成、学習案の立案（オンデマンド型動画の作成）、評価計画までのプロ
セスをフルコースで行うことができました。

右の頁に示しました学生たちが作成した動画は、学生目線でのアイディアが斬新であっ
たり、新たなアプローチの機動力となる等、協働による可能性も広がっています。

農林水産省新事業・食品産業部 外食・
食文化課食文化室から「食文化をどう繋
いでいくか ～和食文化を推進する意義
管理栄養士に期待すること～」を学ぶ

忙しい子育て世代に、子どもが身近・
手軽に「和ごはん」を食べる機会を増や
してもらうため、企業等の新たな商品・
サービスの開発・販売、子ども向けメ
ニューの展開等を促進するためのプロ
ジェクトです。

このプロジェクトを通じて、味覚が形
成される子どものうちに、和食の味や食
べ方の体験の機会を
増やし、ユネスコ無
形文化遺産に登録さ
れた和食文化の保護・
継承につなげて
いきます。

農林水産省 産官学協働
～Let’s 和ごはんプロジェクト～

https://www.maff.go.jp/j/keikaku/syokubu
nka/culture/wagohan_project.html
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大阪ガス（株）から、
「和食だし体験講座等食育活動の現状と課題」を学ぶ

（株）紀文食品 から
「正月・おせち料理から和食の継承活動」を学ぶ

オイシックス・ラ・大地（株）から
「食材宅配サービスから保育施設の「食」づくりへ」を学ぶ

学生考案動画【（株）紀文食品様】
若年成人女性を対象とした食育

●テーマ
「和食」を切り口にした食育にチャレ
ンジ ～農林水産省 官民学協働「Let's
和ごはんプロジェクト」への参画～

●パートナー
農林水産省新事業・食品産業部
外食・食文化課食文化室
大阪ガス（株），（株）紀文食品，
オイシックス・ラ・大地（株）

●担当教員
酒井治子 教授，會退友美 助教

●実施期間
2021年9月～2022年1月

プロジェクト概要

学生考案動画【オイシックス・ラ・大地（株）様】
幼稚園児を対象とした食育動画

学生考案動画【大阪ガス（株）様】
小学生を育てている子育て世代を対象とした食育

学生考案動画【（株）紀文食品様】
大学生の夏バテ予防の食育
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